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　甲南町の柑子、
野川、馬杉とそ
の周辺域は、数多
くの希少な動植物
が確認される市内で

も重要な里地の自然が
残る地域です。

　浅野川の魚には、ドンコやヌ
マムツなどに交じり、アブラボテとい

うタナゴの仲間が見られます。マツカサガイという二枚貝の
中に産卵するおもしろい習性の魚です。
　田んぼやため池には、メダカの他、トノサマガエルや、ニ
ホンアカガエルなど日本古来のカエル類が豊富で、貴重なト
ンボやゲンゴロウ類、水草も発見されています。
　田んぼや人家の裏手の、雑木林の裾にある草地には、秋の
七草のオミナエシを始め、リンドウやイヌセンブリなど草地
の植物が豊かです。
　こうした里地の自然は、稲・畑作、草刈、炭焼き等を通じて、
人が永い間、緩やかに関わり続けた結果に形成された、半人
工的な豊かな自然です。しかし近年、多くの里地では、人の
関わりが無くなり放棄され、急激な人工的整備や化学処理が
なされたため、里地の動植物の多様さ・豊かさが失われ、単
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調化しつつあります。

※里地の自然は、地域の方々の住宅や農地に隣接し
ているため、人の土地にむやみに入らないよう、
十分な配慮が必要です。
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